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東
日
本
大
震
災
と
い
う
途
方
も
な
い
大
災
害
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
一
連
の
災
害
、
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
方
達
へ
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
者
だ
け
で
な
く
我
々
も
、　
茫
然
自
失
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、　
と
も
に
学
び
、　
考
え
、　
行

う
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
我
々
は
、
こ
の
災
害
を
通
じ
て
“
も
っ
た
い
な

い
・
が
ま
ん
す
る
・
め
ん
ど
う
く
さ
が
ら
な
い
”
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
①
人
・
物
・
金
そ
し
て
情
報
、
②
生
活

／

医
療
、
③
被
災
現
地
と

受
入
可
能
な
地
域
、
④
今
現
在
・
近
未
来
・
将
来
の
四
本
の
座
標
軸
に
具
体
的
行
動
を
書
き

入
れ
て
何
を
す
べ
き
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
央
政
府
、
地
方
政
府
、

民
間
が
協
力
し
、
超
法
規
的
に
対
応
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。
特
に
情
報
は
収
集
と
分
析

と
発
信
を
一
元
管
理
下
に
お
き
、
効
果
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
最
終
責
任
を
持
つ
立
場
の
者
が
よ
ほ
ど
の
覚
悟
を
持
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
を
受
け
止
め
て
（
受
容
）、
心
を
こ
め
て
聞
き
（
傾
聴
）、
寄
り

添
う
（
共
感
）
こ
と
が
本
当
に
大
切
に
な
り
ま
す
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
は
一
人
で
は
な
い
、

日
本
の
国
中
が
、
そ
し
て
世
界
中
の
心
が
被
災
地
の
皆
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

人
間
の
絆
が
最
も
大
切
な
時
で
す
。
勇
気
を
持
っ
て
生
き
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
不
屈
の
意
志
（

）。

も
っ
た
い
な
い
・
が
ま
ん
す
る
・

面
倒
く
さ
が
ら
な
い
生
活
が
必
要

東
京
都
病
院
協
会
会
長
　
河
北
博
文

発
災
当
日
　
三
月
十
一
日

東　
京　
震　
度　
五　
強　
。　
当　
日　
は　
、　
奇　
し　
く　
も　
東　

京

隊
員
養
成
研
修
会
中
で
あ
っ
た
。

研　
修　
は　
直　
ち　
に　
中　
断　
と　
な　
り　
、　
各　
病　
院　
に　
直　

帰　
と　
な　
っ　
た　
。　
私　
の　
病　
院　
は　
、　
災　
害　
拠　
点　
病　

院　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
最　
上　
階　
の　
透　
析　
軟　
水　

化　
装　
置　
が　
移　
動　
し　
フ　
レ　
キ　
シ　
ブ　
ル　
ジ　
ョ　
イ　
ン　

ト　
が　
外　
れ　
、　
そ　
の　
対　
応　
に　
追　
わ　
れ　
て　
い　
た　
。　

日　
頃　
よ　
り　
防　
災　
に　
は　
力　
を　
入　
れ　
て　
き　
た　
が　
、　

恥　
ず　
か　
し　
い　
限　
り　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　
こ　
の　

院　
内　
の　
騒　
ぎ　
の　
中　
、　
災　
害　
支　
援　
に　
向　
け　
救　
急　

部
チ
ー
ム
は
、　
東
京

の
出
動
要
請
対

応　
と　
病　
院　
協　
会　
と　
し　
て　
の　
出　
動　
チ　
ー　
ム　
編　
成　

の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
た
。
東
京

は

東　
京　
消　
防　
庁　
と　
行　
動　
を　
と　
も　
に　
す　
る　
こ　
と　
に　

な　
っ　
て　
お　
り　
、　
緊　
急　
消　
防　
援　
助　
隊　
と　
帯　
同　
し　
、　

十　
一　
日　
午　
後　
十　
時　
、　
医　
師　
一　
名　
看　
護　
師　
二　
名　

事　
務　
二　
名　
で　
、　
一　
路　
、　
地　
震　
被　
害　
、　
津　
波　
被　
害　
、　

さ　
ら　
に　
大　
火　
災　
が　
続　
く　
気　
仙　
沼　
に　
向　
か　
っ　
た　
。　

一
方
、　
病
院
団
体
と
し
て
、　
全
日
病
会
員
病

院
へ
の
連
絡
を
試
み
る
も
、　
岩
手
県
、　
宮
城
県

は
全
く
不
通
で
あ
り
、　
情
報
が
と
れ
ず
、　
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
決
ま
ら
な
い
中
、　
い
ち
早

く
福
島
県
立
医
大
に
向
か
っ
た
い
ず
み
記
念

病
院
の
小
泉
理
事
長
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
福

島
県
い
わ
き
市
の
悲
惨
な
状
況
報
告
を
受
け

た
。
十
二
日
朝
よ
り
、　
福
島
県
い
わ
き
医
師

会
長
に
連
絡
が
つ
き
、　
い
わ
き
市
に
向
か
う

こ
と
に
な
り
、　
医
師
一
名
、　
看
護
師
一
名
、　
救

命
士
三
名
、　
事
務
一
名
が
病
院
救
急
車
で
、

い
わ
き
市
医
師
会
館
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で

情
報
収
集
し
、
そ
の
後
、
郡
山
市
の
病
院
も

崩
壊
し
た
と
の
こ
と
で
入
院
患
者
移
動
の
手

伝
い
に
向
か
い
、
そ
の
日
は
、
こ
こ
で
一
泊
。

郡
山
市
は
地
震
に
よ
る
被
害
が
あ
る
も
の

の
、
気
仙
沼
に
向
か
っ
た

隊
か
ら
の

悲
痛
な
連
絡
が
あ
り
、
翌
日
は
、
気
仙
沼
市

民
病
院
に
向
か
っ
た
。
初
動
が
始
ま
っ
た
。

広
が
る
医
療
支
援
の
輪

発
災
と
同
時
に
都
内
の
医
療
機
関
よ
り
連

絡
が
相
次
ぎ
、
ど
の
地
域
に
、
ど
の
病
院
を

支
援
し
た
ら
良
い
の
か
、
東
北
地
方
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
等
々
の

支
援
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。
こ
う
し

た
厚
い
医
療
支
援
の
輪
に
は
、
大
変
感
動
し

た
。
し
か
し
情
報
は
、
大
混
乱
状
態
で
あ
っ

た
。
日
本
医
師
会
は

チ
ー
ム
を
始
動

し
て
そ
の
対
応
に
、
東
京
都
医
師
会
は
、
支

援
体
制
に
向
け
た
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
、

全
日
病
は
全
国
の
病
院
か
ら
の
申
し
出
に
、

一
日
中
電
話
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

の
状
況
の
中
で
、
第
二
陣
は
、
申
し
出
の
あ

広
が
る
医
療
救
護
支
援
の
輪

―
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
課
題
―

急
性
期
医
療
委
員
会

委
員
長
　
石
原
　
哲

（
白
鬚
橋
病
院
院
長
）

石原　哲

東
京
都
病
院
協
会
で
は
、
こ
の
度
の
地
震

で
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
義
援
金
を
会
員
病
院

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
三
月
十
八
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
短
い
期
間
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
会
員
病
院
の
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

都
病
協
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
五
十
五

法
人
か
ら
千
二
百
六
十
万
円
、
会
員
病
院
職

員
を
含
む
五
百
四
十
六
名
の
個
人

の
方
か
ら
五
百
二
十
七
万
二
千
円
、

総
額
千
七
百
八
十
七
万
二
千
円
の

義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
既
に
他
の
窓
口
経
由
で

寄
附
を
さ
れ
た
会
員
病
院
も
あ
り
、

そ
の
金
額
は
事
務
局
に
報
告
が
あ
っ
た
も
の

だ
け
で
千
二
百
万
円
を
超
え
、
会
員
病
院
が

拠
出
し
た
寄
附
総
額
は
三
千
万
円
近
く
に
な

り
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
三
月
三

十
一
日
と
四
月
十
一
日
、
四
月
十
五
日
の
三

回
に
分
け
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
に
振
り
込

み
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

義
援
金
千
七
百
万
円
を
超
す

ご
協
力
心
よ
り
感
謝
し
ま
す

―
義
援
金
募
集
報
告
―総

務
委
員
会
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は
じ
め
に

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
起
因
し
た
津
波
被
害
・
火

災
被
害
に
よ
り
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
宮

城
県
気
仙
沼
市
に
お
い
て
、
東
京
都
医
療
救

護
班
が
医
療
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。
本
隊

は
、
東
京
都
指
定
二
次
医
療
機
関
五
病
院
か

ら
選
抜
さ
れ
た
医
療
従
事
者
で
構
成
さ
れ
、

病
院
救
急
車
四
台
に
分
乗
し
第
二
陣
と
し
て

現
地
入
り
し
た
。

本　
隊　
の　
指　
揮　
は　
小　
職　
が　
務　
め　
、　
第　
一　
陣　
統　
括　

リ　
ー　
ダ　
ー　
帝　
京　
大　
学　
内　
田　
医　
師　
か　
ら　
業　
務　
を　

引　
き　
継　
ぎ　
、　
第　
三　
陣　
日　
本　
医　
科　
大　
学　
横　
田　
教　
授　

へ　
引　
き　
継　
ぐ　
ま　
で　
の　
平　
成　
二　
十　
三　
年　
三　
月　
十　

六　
日　
〜　
十　
九　
日　
ま　
で　
の　
四　
日　
間　
、　
被　
災　
地　
に　
お　

い　
て　
医　
療　
支　
援　
を　
遂　
行　
し　
た　
。　
こ　
の　
四　
日　
間　
は　

亜　
急　
性　
期　
で　
あ　
り　
、　
中　
核　
た　
る　
市　
立　
病　
院　
支　
援　

か　
ら　
地　
元　
医　
師　
会　
支　
援　
へ　
と　
軸　
足　
を　
移　
す　
重　

要　
な　
時　
期　
で　
あ　
っ　
た　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　

気
仙
沼
市
の
被
害
の
状
況

気　
仙　
沼　
入　
り　
し　
た　
際　
に　
目　
に　
飛　
び　
込　
ん　
で　

き　
た　
の　
は　
、　
雪　
に　
埋　
も　
れ　
折　
り　
重　
な　
っ　
た　
乗　

用　
車　
と　
が　
れ　
き　
の　
山　
で　
あ　
っ　
た　
。　
気　
仙　
沼　
市　

は　
防　
災　
マ　
ッ　
プ　
（　
洪　
水　
）　
で　
危　
険　
と　
さ　
れ　
て　
い　

た　
ほ　
ぼ　
全　
域　
に　
あ　
た　
る　
市　
街　
地　
の　
三　
分　
の　
一　

が　
波　
に　
の　
ま　
れ　
て　
広　
範　
囲　
に　
被　
害　
が　
及　
び　
、　

死　
者　
・　
行　
方　
不　
明　
者　
が　
多　
数　
と　
な　
っ　
た　
。　
湾　
岸　

に　
設　
置　
さ　
れ　
て　
い　
た　
燃　
料　
タ　
ン　
ク　
が　
津　
波　
で　

破　
壊　
さ　
れ　
て　
流　
れ　
出　
た　
油　
類　
が　
木　
材　
に　
し　
み　

こ　
む　
な　
ど　
し　
て　
消　
火　
活　
動　
が　
難　
航　
し　
、　
内　
の　

脇　
・　
鹿　
折　
・　
大　
島　
・　
大　
浦　
の　
火　
災　
は　
完　
全　
に　
は　
鎮　

火　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
状　
況　
で　
あ　
っ　
た　
。　
発　
災　
か　

ら　
五　
日　
が　
経　
過　
し　
て　
ラ　
イ　
フ　
ラ　
イ　
ン　
の　
う　
ち　

市　
内　
の　
一　
部　
に　
は　
電　
気　
・　
水　
道　
・　
プ　
ロ　
パ　
ン　
ガ　

ス　
が　
復　
旧　
し　
て　
い　
た　
も　
の　
の　
、　
一　
部　
の　
変　
電　

施　
設　
が　
壊　
滅　
的　
な　
破　
壊　
を　
受　
け　
て　
い　
る　
た　
め　

鹿　
折　
よ　
り　
沿　
岸　
地　
域　
並　
び　
に　
大　
島　
へ　
の　
送　
電　

の　
め　
ど　
は　
立　
っ　
て　
い　
な　
い　
。　
一　
部　
の　
地　
域　
で　

一　
部　
の　
通　
信　
会　
社　
の　
携　
帯　
電　
話　
の　
通　
話　
が　
確　

保　
さ　
れ　
て　
い　
る　
も　
の　
の　
全　
域　
で　
通　
信　
可　
能　
な　

手　
段　
は　
確　
立　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
状　
況　
で　
あ　
っ　
た　
。　

既
存
医
療
施
設
と
し
て
気
仙
沼
市
立
病
院

は
高
台
に
位
置
し
て
い
た
た
め
津
波
の
被
害

を
免
れ
て
機
能
し
て
お
り
、
全
て
の
救
急
搬

送
傷
病
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
地
元
医
師

会
長
の
経
営
す
る
大
友
病
院
も
破
壊
を
免
れ

Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
一
部
の
検
査
機
器
を
除
き
機
能
し

て
お
り
、
三
月
十
八
日
現
在
で
医
業
を
再
開

し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
十
三
か
所
確
認
さ

れ
た
。

医
療
救
護
班
の
構
成
及
び
展
開

我
々
東
京
都
医
療
救
護
班
の
ほ
か
に
、
宮

城
県
内
や
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
か

ら
も
公
的
病
院
や
大
学
病
院
か
ら
の
医
療
班

が
現
地
入
り
し
て
い
る
が
、
そ
の
展
開
並
び

に
医
療
活
動
に
つ
い
て
は
東
京
都
医
療
救
護

班
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
て
い
た
だ
く
形
を

と
っ
た
。
東
京
都
医
療
救
護
班
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
か
ら
外
れ
る
医
療
班
と
し
て
、
南
三
陸

町
近
辺
か
ら
本
吉
地
区
を
徳
洲
会

東
日
本
大
震
災
・
気
仙
沼
市
の

医
療
支
援
に
参
加
し
て

三
月
十
六
日
〜
十
九
日
間
の
報
告

急
性
期
医
療
委
員
会

委
員
　
大
桃
丈
知

（
桐
光
会
調
布
病
院
院
長
）

大桃丈知

っ
た
五
病
院
か
ら
な
る
医
療
班
を
編
成
し
、

四
台
の
救
急
車
が
白
鬚
橋
病
院
に
集
結
し

た
。
出
発
に
は
、
東
京
臨
海
病
院
長
の
山
本

院
長
も
駆
け
つ
け
、
壮
行
会
が
行
わ
れ
気
仙

沼
に
向
か
っ
た
。
そ
の
後
引
続
き
三
弾
、
四

弾
、
五
弾
と
都
の
医
療
班
を
手
配
し
て
、
四

月
十
日
現
在
、
四
十
以
上
の
病
院
が
医
療
支

援
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
災
害
時
に
お
け
る

医
療
支
援
活
動

東
京
都
の
医
療
救
護
活
動
は
、
阪
神
･
淡

路
大
震
災
を
契
機
に
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
、
病
院
防
災
訓
練
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

等
々
、
都
内
の
医
療
機
関
と
一
体
と
な
っ
て

研
鑽
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
新
潟
中
越　

（
平
成
十
七
年
）、
能
登
半
島　
（
平
成
十
九
年
）、

新
潟
中
越
沖　
（
平
成
二
十
年
）、
岩
手
宮
城
内

陸　
（
平
成
二
十
年
）、
岩
手
北
部　
（
平
成
二
十

一
年
）　
な
ど
の
災
害
に
も
積
極
的
に
医
療
支

援
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
都
度
様
々
な

課
題
に
取
り
組
み
修
正
、
改
善
し
な
が
ら
対

応
し
て
き
た
。
中
で
も
被
災
地
区
の
医
師
会

長
を
地
域
医
療
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
投

入
さ
れ
た
医
療
班
を
指
揮
・
統
括
す
る
体
制

や
、
毎
日
活
動
前
後
に
全
医
療
班
が
集
ま
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
手
法
は
定
着
し
て
い

る
。
医
療
支
援
活
動
の
基
本
は
被
災
医
師
会

支
援
が
目
的
で
あ
り
、
被
災
県
の
中
で
の
支

援
体
制
が
組
ま
れ
る
時
期
、
ま
た
病
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
再
開
な
ど
の
め
ど
が
立
つ
時
期

に
は
、
撤
収
す
る
こ
と
な
ど
、
災
害
医
学
の

基
本
が
守
ら
れ
て
き
た
。

今
回
の
医
療
派
遣
支
援
と
受
入
支
援

今
回
は
、　
地
震
の
み
な
ら
ず
、　
津
波
災
害
、　

さ
ら
に
は
原
発
災
害
、　
し
か
も
広
範
囲
と
、　
お

よ
び
も
つ
か
な
い
大
災
害
で
あ
る
。
ま
さ
に
、　

全
国
の
医
療
機
関
が
支
援
を
行
う
時
で
あ

り
、
一
人
の
調
整
能
力
で
は
無
理
で
あ
っ
た
。　

日
本
医
師
会

は
、　
全
国
を
組
織
す
る

あ
り
方
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
が
、　
ま
だ
未

完
成
の

で
あ
り
、　
災
害
医
療
の
研
修

の
必
要
性
も
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
被

災
県
医
師
会
が
コ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、　
被
災
地
域
を
調
査
し
、　
被
災
地
と
、　
入
り

込
む
都
道
府
県
医
師
会
を
指
定
す
る
手
法
は

有
効
で
あ
っ
た
が
、　
災
害
医
療
チ
ー
ム
と
し

て
の

は
、　
今
後
課
題
を
残
し
て
い
る
。　

一
部
の
地
域
を
除
き
、　
日
本

か
ら

へ
の
継
続
的
連
携
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
反
省
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
、
避
難
者
が
多
く
、
被
災
地
支
援

と
避
難
者
受
入
と
の
両
方
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
。

被
災
地
へ
の
派
遣
調
整
に
つ
い
て
は
、
私

と
安
藤
副
会
長
を
中
心
に
、
受
入
病
院
調
整

は
、
猪
口
正
孝
常
任
理
事
が
担
当
し
、
救
急

医
学
会
に
お
い
て
も
、
東
京
都
の
受
入
体
制

に
つ
い
て
、
日
本
医
大
横
田
教
授
の
下
で
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

災
害
フ
ェ
イ
ズ
の
変
化

災
害
が
起
き
る
た
び
に
、
初
動
支
援
体
制

は
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
り
、
災
害
フ
ェ

イ
ズ
の
動
き
は
速
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
一

つ
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
の
早
期
導
入

で
あ
ろ
う
。
被
災
者
の
健
康
管
理
と
し
て
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
重
要
で
あ
り
、
発
災
一
ヶ

月
が
た
ち
、
よ
り
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。

自
ら
も
被
災
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

休
む
こ
と
な
く
住
民
の
支
援
を
続
け
る
行
政

の
職
員
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
ー
も
重
要

な
時
期
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
悲
惨
な
生
活

を
過
ご
す
避
難
者
に
た
だ
「
が
ん
ば
ろ
う
」

で
は
限
界
で
あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
回
復

時
期
、
仮
設
住
宅
へ
の
移
住
時
期
の
説
明
等
、

が
ん
ば
る
目
標
が
な
け
れ
ば
、
よ
り
多
く
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
ー
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
が
な
け
れ
ば
医
療
も
と
ど
か
な
く

な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
医
療
支
援
を
行
う

ば
か
り
で
な
く
、
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
部
署
の

復
興
具
合
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
大
災
害
で
は
、

発
災
と
同
時
に
数
多
く
の
医
療
機
関
か
ら
の

支
援
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
東
京
都
病
院

協
会
、
東
京
都
医
師
会
、
さ
ら
に
は
東
京
都

福
祉
保
健
局
救
急
災
害
医
療
課
と
と
も
に
、

班
編
成
が
な
さ
れ
都
立
病
院
・
大
学
病
院
･

民
間
病
院
が
一
体
と
な
り
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
日
頃
の
防
災
活
動
の
成
果
が
医
療
機

関
に
浸
透
し
て
き
た
も
の
と
考
え
る
と
同
時

に
、
日
本
の
災
害
医
学
の
進
歩
に
感
慨
深
い

も
の
を
実
感
し
た
。

支
援
都
市

陸
前
高
田
市
・
気
仙
沼
市
・
松

島
町
・
相
馬
市
・
い
わ
き
市
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七
チ
ー
ム
が
、
浦
島
地
区
及
び
大
島
地
区
を

国
境
な
き
医
師
団
が
活
動
し
て
い
る
が
、
相

互
に
情
報
交
換
・
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
活

動
し
た
。

我
々
と
と
も
に
気
仙
沼
市
で
活
動
し
た
医

療
班
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
東
京
都
　
東
京
都
立
病
院
、　
白
鬚
橋
病
院
、　

東
京
臨
海
病
院
、　
平
成
立
石
病
院
、　
調
布
病
院

永
生
病
院
、　
帝
京
大
学
、　
慶
応
大
学
、　
日
本
医

科
大
学
（
千
駄
木
・
永
山
）

・
神
奈
川
県
　
横
浜
市
立
大
学
、
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
学

・
愛
知
県
　
藤
田
保
健
衛
生
大
学

・
埼
玉
県
　
埼
玉
県
立
医
科
大
学

・
岩
手
県
　
磐
井
病
院

・
宮
城
県
　
宮
城
県
立
循
環
器
呼
吸
器
セ
ン

タ
ー

東
京
都
医
療
救
護
班
の
活
動

第
二
陣
の
活
動
内
容
は
、
以
下
に
示
す
十

項
目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
〜
⑤
、
⑧
は
第

一
陣
か
ら
の
継
続
で
あ
る
が
、
⑥
、
⑦
、
⑨
、

⑩
は
新
た
に
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
医
療
救
護
班
本
部
統
括
業
務

②
市
立
病
院
支
援

③
傷
病
者
ヘ
リ
後
方
搬
送
支
援

④
救
護
所
支
援

⑤
避
難
所
巡
回
診
療

⑥
孤
立
地
域
の
探
索

⑦
陸
上
自
衛
隊
救
護
所
開
設
支
援

⑧
災
害
対
策
会
議
出
席

⑨
地
元
医
師
会
支
援

⑩
死
体
検
案
支
援

①
医
療
救
護
班
本
部
統
括
業
務

統
括
リ
ー
ダ
ー
は
調
布
病
院
の
大
桃
が
務

め
、
総
務
は
白
鬚
橋
病
院
の
榎
本
企
画
運
営

室
長
が
主
に
担
当
し
た
。
本
部
付
隊
と
し
て

白
鬚
橋
病
院
の
看
護
師
二
名
（
市
立
病
院
支

援
業
務
を
兼
務
）
・
救
命
士
二
名
を
擁
し
、

気
仙
沼
市
立
病
院
二
階
の
特
殊
外
来
を
本
部

と
し
、
②
〜
⑩
全
般
の
業
務
を
管
理
・
運
営

し
た
。
通
信
手
段
は
白
鬚
橋
病
院
か
ら
持
参

し
た
無
線
機
お
よ
び
各
隊
持
参
の
衛
星
電
話

を
使
用
し
た
。
緊
急
の
傷
病
者
搬
送
等
に
備

え
て
二
台
の
病
院
救
急
車
を
常
時
本
部
待
機

と
し
て
効
果
的
に
運
用
し
た
。

毎
日
八
時
か
ら
参
加
し
た
全
医
療
班
お
よ

び

お
よ
び
国
境
な
き
医
師
団
同
席
の

下
、
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
⑧
災

害
対
策
会
議
で
得
た
情
報
の
伝
達
及
び
当
日

の
任
務
を
付
与
（
巡
回
診
療
担
当
地
域
割
り

当
て
等
）
し
た
。
お
お
む
ね
十
三
時
を
目
安

に
各
医
療
班
よ
り
定
時
連
絡
を
受
け
、
巡
回

診
療
の
進
行
具
合
な
ど
か
ら
転
地
な
ど
の
新

た
な
任
務
付
与
を
実
施
し
た
。
十
七
時
に
は

再
び
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
当
日

の
各
地
域
の
情
報
を
全
体
で
共
有
し
た
。

状
況
に
応
じ
て
病
院
救
急
車
を
移
動
本
部

と
し
て
運
営
し
、
③
傷
病
者
ヘ
リ
後
送
支

援
・
⑥
孤
立
地
域
の
探
索
・
⑩
死
体
検
案
支

援
で
は
最
前
線
で
指
揮
を
お
こ
な
っ
た
。

②
市
立
病
院
支
援

白
鬚
橋
病
院
萩
原
医
師
を
リ
ー
ダ
ー
に
常

時
二
医
療
班
を
投
入
し
、
特
設
外
来
に
お
い

て
ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
黄
色
エ
リ
ア
の
診
療
を

担
当
し
た
。
十
九
日
に
は
東
北
大
学
よ
り
医

師
支
援
十
九
名
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な

り
、
人
員
充
足
の
た
め
市
立
病
院
支
援
規
模

は
縮
小
し
、
最
終
日
午
後
に
は
⑩
死
体
検
案

支
援
に
転
地
し
た
。

③
傷
病
者
ヘ
リ
後
方
搬
送
支
援

地　
元　
気　
仙　
沼　
・　
本　
吉　
消　
防　
本　
部　
の　
救　
急　
車　

が　
本　
来　
の　
救　
急　
搬　
送　
業　
務　
に　
専　
念　
で　
き　
る　
よ　

う　
、　
仮　
設　
へ　
リ　
ポ　
ー　
ト　
五　
右　
衛　
門　
か　
ら　
気　
仙　

沼　
市　
立　
病　
院　
の　
傷　
病　
者　
搬　
送　
業　
務　
を　
積　
極　
的　

に　
担　
当　
し　
た　
。　
十　
六　
日　
に　
は　
孤　
立　
し　
て　
い　
た　

大　
島　
地　
区　
よ　
り　
黄　
色　
相　
当　
傷　
病　
者　
一　
名　
を　
含　

む　
計　
八　
名　
が　
ヘ　
リ　
搬　
送　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
と　
な　
り　
、　

黄　
色　
相　
当　
傷　
病　
者　
を　
帝　
京　
大　
学　
救　
急　
車　
を　
使　

用　
し　
て　
気　
仙　
沼　
市　
立　
病　
院　
ま　
で　
搬　
送　
し　
た　
。　

十　
九　
日　
に　
は　
急　
遽　
東　
北　
大　
学　
へ　
二　
十　
名　
の　

入　
院　
傷　
病　
者　
を　
転　
送　
す　
る　
こ　
と　
が　
決　
ま　
り　
、　

帝　
京　
大　
学　
他　
四　
チ　
ー　
ム　
を　
選　
抜　
し　
ピ　
ス　
ト　
ン　

輸　
送　
し　
た　
。　
内　
訳　
は　
酸　
素　
十　
リ　
ッ　
タ　
ー　
を　
投　

与　
し　
て　
い　
る　
傷　
病　
者　
を　
含　
む　
担　
送　
十　
三　
名　
・　

護　
送　
一　
名　
・　
独　
歩　
六　
名　
で　
あ　
っ　
た　
。　
当　
初　
六　

機　
の　
防　
災　
ヘ　
リ　
を　
時　
間　
差　
で　
運　
用　
す　
る　
予　
定　

が　
搬　
送　
後　
半　
で　
急　
遽　
七　
機　
体　
制　
に　
変　
更　
さ　
れ　
、　

こ　
れ　
に　
伴　
い　
搬　
送　
順　
位　
も　
変　
更　
と　
な　
り　
混　
乱　

が　
生　
じ　
た　
。　
こ　
れ　
に　
対　
し　
て　
本　
部　
も　
五　
右　
衛　

門　
ヘ　
リ　
ポ　
ー　
ト　
の　
前　
線　
へ　
移　
動　
し　
直　
接　
指　
揮　

を　
執　
る　
こ　
と　
で　
混　
乱　
を　
回　
避　
せ　
し　
め　
た　
。　

④
救
護
所
支
援

も　
っ　
と　
も　
多　
い　
千　
八　
百　
名　
の　
避　
難　
民　
を　
収　

容
し
た

（
気
仙
沼
市
総
合
体
育
館
）

に　
は　
大　
澤　
医　
師　
を　
リ　
ー　
ダ　
ー　
と　
し　
た　
平　
成　
立　

石　
病　
院　
チ　
ー　
ム　
他　
を　
定　
点　
配　
置　
し　
、　
避　
難　
所　

内　
に　
開　
設　
さ　
れ　
た　
医　
療　
救　
護　
所　
で　
診　
療　
に　
従　

事　
し　
た　
。　
十　
八　
日　
に　
は　
四　
医　
療　
班　
を　
投　
入　
し　
、　

避　
難　
民　
全　
員　
を　
対　
象　
に　
巡　
回　
診　
療　
を　
実　
施　
し　

た　
。　
小　
児　
科　
お　
よ　
び　
精　
神　
科　
診　
療　
の　
ニ　
ー　
ズ　

に　
応　
え　
る　
た　
め　
、　
十　
九　
日　
に　
は　
小　
児　
科　
医　
・　

精　
神　
科　
医　
を　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
一　
名　
ず　
つ　
配　
属　
し　
た　
。　

⑤
避
難
所
巡
回
診
療

第
一
陣
活
動
当
初
九
十
三
か
所
で
あ
っ
た

避
難
所
は
、
そ
の
後
判
明
し
た
四
か
所
を
加

え
て
合
計
九
十
七
か
所
と
な
っ
た
。
避
難
所

の
規
模
は
百
名
を
超
す
大
規
模
避
難
所
が
二

か
所
、
最
小
が
二
十
名
程
度
と
大
小
様
々
で

あ
り
、
市
街
地
よ
り
遠
方
ほ
ど
小
規
模
避
難

所
が
点
在
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
気
仙
沼
市

全
域
お
よ
び
医
師
会
管
轄
地
域
を
十
七
か
所

に
分
割
し
、
下
山
医
師
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た

新
東
京
病
院
チ
ー
ム
お
よ
び
十
八
日
よ
り
合

流
し
た
永
生
病
院
チ
ー
ム
を
含
む
最
大
十
五

チ
ー
ム
を
投
入
し
、
巡
回
診
療
方
式
で
各
避

難
所
を
対
象
に
巡
回
診
療
を
実
施
し
た
。
離

島
で
あ
る
大
島
へ
は
都
立
病
院
チ
ー
ム
と
慶

応
大
学
医
療
班
に
担
当
し
て
頂
い
た
。
本
部

の
あ
る
気
仙
沼
市
立
病
院
か
ら
距
離
的
に
遠

い
唐
桑
地
区
お
よ
び
歌
津
地
区
へ
は
機
動
力

の
高
い
日
本
医
大
医
療
班
お
よ
び
藤
田
保
健

衛
生
大
学
医
療
班
・
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
医

療
班
に
担
当
し
て
頂
い
た
。
な
お
、
最
も
遠

方
の
志
津
川
地
区
は
宮
崎
県
立
循
環
器
呼
吸

器
セ
ン
タ
ー
医
療
班
に
担
当
し
て
頂
い
た
。

⑥
孤
立
地
域
の
探
索

最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
浦
島
地
区
を
探

索
し
た
結
果
、
精
神
科
疾
患
患
者
を
二
百
五

十
名
収
容
し
て
い
た
『
光
が
丘
保
養
園
』
が

孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
三
階
建

て
の
施
設
は
二
階
部
分
ま
で
が
津
波
に
よ
り

浸
水
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し
て
お
り
、

残
っ
た
三
階
部
分
に
全
入
院
患
者
を
収
容
し

3月の理事会で決定された、東日本大震災の被災者支援

（義援金、医療救護班派遣）について会員病院より大きな協

力をいただきました。皆様の多大なるご協力に心より感謝

申し上げます。これからも被災者支援を進めて参りますの

で、引き続きご支援・ご協力をお願い致します。

震災に伴う電力供給量の減少による、夏期電力の使用制

限について、「夏期の電力需給対策の骨格」（案）が電力供

給緊急対策本部より4月8日に提示されました。案では計画

停電を原則実施せず、不足する電力分は国内全体で節電に

取り組むことで今夏を乗り切ることとなっています。4月末

には正式な対策案を出す予定となっていますが、案の段階

では医療機関も日中の削減量は2 0～2 5％（契約電力により

差）とされています。しかし、電力削減が予定通りに行わ

れないと、大規模停電に至ることも考えられることから、

会員病院に対し、削減への取組みと停電時の対応について

アンケート調査を行うこととしました。

昨年度、日本光電主催の「バイタルサインセミナー」、N P O

全国在宅医療推進協会主催の「市民公開講座」の２事業につ

いて後援が承認されていましたが、このたびの東日本大震災

によりいずれも開催を中止したとの報告がありました。
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今
回
の
地
震
で
は
、
東
北
地
方
は
も
と
よ

り
電
力
供
給
不
足
に
よ
る
計
画
停
電
の
実
施

な
ど
、
東
京
都
で
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

東
京
都
病
院
協
会
で
は
被
災
地
支
援
と
と
も

に
会
員
病
院
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
き
た

の
で
、
こ
こ
ま
で
の
当
協
会
の
震
災
対
応
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

三
月
十
一
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
六
分

頃
、
地
震
発
生
。

三
月
十
三
日
（
日
）
夕
刻
、
翌
十
四
日
よ

り
東
京
電
力
が
計
画
停
電
を
実
施
す
る
旨
の

情
報
を
入
手
。
そ
の
時
点
で
は
早
朝
六
時
台

よ
り
停
電
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
た

め
、
猪
口
正
孝
総
務
委
員
長
の
指
示
の
も
と

会
員
病
院
に
緊
急
の
情
報
提
供
を
行
な
う
こ

と
と
し
た
。

三
月
十
四
日
（
月
）
午
前
三
時
三
十
分
頃
、

東
京
都
医
療
政
策
課
よ
り
猪
口
総
務
委
員
長

の
も
と
に
計
画
停
電
の
対
象
エ
リ
ア
・
時
間

に
つ
い
て
大
幅
な

変
更
が
さ
れ
た
旨

の
情
報
提
供
が
あ

っ
た
。
東
京
電
力

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
十
三
日
夜
か
ら

停
電
情
報
が
提
供

さ
れ
て
い
た
模
様

で
あ
る
が
、
ア
ク

セ
ス
が
集
中
し
閲

覧
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
た
こ

と
、
ま
た
、
停
電

開
始
時
間
が
迫
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京
電
力
か
ら
の
フ

ァ
ッ
ク
ス
情
報
を
も
と
に
会
員
病
院
に
再
度

緊
急
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

三
月
十
五
日
（
火
）
三
月
度
理
事
会
に
て
、

被
災
地
・
被
災
者
に
対
し
て
可
能
な
限
り
の

支
援
を
行
う
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
議
。

三
月
十
六
日
（
水
）
災
害
・
停
電
時
に
病

院
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
会
員
病
院
に
提
供
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
。

三
月
十
八
日
（
金
）
会
員
病
院
に
義
援
金

協
力
の
お
願
い
を
し
た
。

ま
た
、
震
災
か
ら
一
週
間
を
経
た
こ
と
で

も
あ
り
、
現
地
で
不
足
し
て
い
る
も
の
等
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、
岩
手
・
宮

城
・
福
島
の
病
院
協
会
お
よ
び
全
日
本
病
院

協
会
支
部
に
、
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

三
月
三
十
日
（
水
）
よ
り
、
被
災
地
に
医

療
班
を
派
遣
す
る
た
め
、
会
員
病
院
の
協
力

を
募
っ
て
い
る
。
五
月
以
降
も
継
続
的
な
医

療
支
援
が
必
要
な
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
会

員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

東
京
都
病
院
協
会
の
対
応

て
い
た
。
六
人
部
屋
に
十
二
名
収
容
せ
ざ
る

を
得
な
い
劣
悪
な
環
境
で
、
薬
な
ど
の
医
療

物
資
が
枯
渇
す
る
中
、
自
ら
も
被
災
し
た
精

神
科
医
一
名
と
数
人
の
職
員
が
連
日
泊
ま
り

込
み
で
全
患
者
の
入
院
診
療
を
継
続
し
て
い

た
。
災
害
対
策
会
議
の
席
上
で
か
か
る
事
態

を
報
告
し
、
行
政
支
援
の
必
要
性
を
直
接
訴

え
た
。
医
療
救
護
班
統
括
本
部
と
し
て
は
、

集
結
し
た
医
療
班
よ
り
精
神
科
医
・
皮
膚
科

医
・
救
急
内
科
医
・
神
経
内
科
医
・
看
護
師

三
名
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
一
名
か
ら
な
る

選
抜
チ
ー
ム
を
投
入
し
、
二
日
間
に
わ
た
り

重
点
的
に
医
療
支
援
を
展
開
し
た
。
二
日
目

に
は
気
仙
沼
市
と
気
仙
沼
市
医
師
会
長
が
現

地
を
視
察
し
、
三
日
目
に
は
陸
上
自
衛
隊
の

支
援
を
受
け
て
施
設
の
環
境
整
備
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑦
陸
上
自
衛
隊
救
護
所
開
設
支
援

巡
回
診
療
後
の
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
把

握
し
た
気
仙
沼
地
域
の
詳
細
な
医
療
情
報
を

陸
上
自
衛
隊
　
第
四
十
一
普
通
科
連
隊
に
伝

達
し
、
陸
上
自
衛
隊
が
開
設
す
る
医
療
救
護

所
の
設
置
場
所
選
定
に
協
力
し
た
。

⑧
災
害
対
策
会
議
出
席

第　
一　
陣　
が　
参　
加　
し　
て　
い　
た　
連　
日　
七　
時　
に　
開　

催　
さ　
れ　
て　
い　
る　
災　
害　
対　
策　
会　
議　
に　
加　
え　
て　
、　

十　
九　
時　
の　
災　
害　
対　
策　
会　
議　
に　
も　
積　
極　
的　
に　
参　

加　
し　
、　
医　
療　
班　
が　
展　
開　
し　
た　
医　
療　
支　
援　
内　
容　

の　
報　
告　
・　
要　
望　
を　
伝　
達　
し　
、　
道　
路　
・　
通　
信　
の　
復　

旧　
状　
況　
、　
遺　
体　
の　
収　
容　
状　
況　
な　
ど　
の　
情　
報　
を　

収　
集　
し　
た　
。　
道　
路　
の　
復　
旧　
状　
況　
に　
合　
わ　
せ　
て　
、　

浦　
島　
地　
区　
へ　
の　
医　
療　
班　
投　
入　
の　
タ　
イ　
ミ　
ン　
グ　

を　
調　
整　
し　
え　
た　
。　
通　
信　
の　
復　
旧　
状　
態　
は　
医　
療　

班　
全　
体　
ミ　
ー　
テ　
ィ　
ン　
グ　
で　
全　
隊　
に　
伝　
達　
し　
、　

相　
互　
の　
通　
信　
手　
段　
の　
確　
立　
に　
役　
立　
て　
る　
事　
が　

出　
来　
た　
。　
ま　
た　
遺　
体　
の　
収　
容　
状　
況　
に　
よ　
り　
検　

視　
検　
案　
に　
投　
入　
す　
る　
医　
師　
数　
を　
調　
整　
し　
え　
た　
。　

⑨
地
元
医
師
会
支
援

連
日
十
二
時
〜
十
三
時
は
気
仙
沼
市
医
師

会
長
の
経
営
し
て
い
る
大
友
病
院
一
階
事
務

室
で
、
ま
た
災
害
対
策
会
議
終
了
後
の
二
十

時
頃
よ
り
医
師
会
長
・
医
師
会
事
務
長
と
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
医
療
救
護
班
の
医
療

支
援
活
動
の
内
容
お
よ
び
各
地
域
の
医
師
会

員
の
消
息
等
の
情
報
を
報
告
し
、
医
師
会
の

要
望
を
聴
取
し
、
医
療
救
護
班
の
医
療
支
援

活
動
内
容
を
調
整
し
た
。
最
終
日
に
は
ほ
ぼ

全
域
の
医
師
会
員
の
安
否
お
よ
び
医
療
施
設

の
稼
働
状
況
が
把
握
で
き
た
。
こ
れ
を
受
け

て
気
仙
沼
地
域
を
十
七
か
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
避
難
民
千
名
に
対
し
て
一
か
所
の
割

合
で
医
療
救
護
所
を
開
設
す
る
計
画
が
立
案

さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
残
存
し
た

地
元
医
師
会
員
の
医
療
施
設
を
生
か
し
つ

つ
、
医
療
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
地
域
を
医

療
班
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
医
療
支
援
を
効

果
的
か
つ
継
続
的
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

⑩
死
体
検
案
支
援

自
ら
被
災
し
て
自
院
を
失
っ
た
医
師
会
員

三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
か
ら
連
日
死
体

検
案
施
設
に
出
向
き
、
連
日
検
案
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
三
名
の
医
師
は
本
業

務
に
よ
り
疲
弊
し
て
お
り
、
早
急
な
支
援
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
。
気
仙
沼
医
師
会
長
か

ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
医
療
班
が
そ
の
任

務
を
引
き
継
ぎ
地
元
医
師
会
員
は
本
業
務
か

ら
外
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
検
案
作
業
は
東

北
大
学
・
自
治
医
大
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

学
会
と
合
同
で
進
め
ら
れ
遺
体
収
容
八
十
六

名
／
日
に
対
し
て
検
視
検
案
率
九
十
三
・

七
％
と
高
い
結
果
を
残
し
た
。
死
因
は
溺
死

も
し
く
は
焼
死
で
あ
っ
た
。

ま
と
め

（
一
）
市
立
病
院
の
現
状

発
災
か
ら
十
日
以
上
が
経
過
し
、
水
＋
電

気
＋
通
信
環
境
が
ほ
ぼ
復
旧
し
て
い
る
。

東
北
大
学
か
ら
二
十
名
余
の
医
師
派
遣
が

得
ら
れ
て
い
る
。

亜
急
性
期
の
人
的
・
物
的
医
療
資
源
は
ほ

ぼ
充
足
し
、
病
院
支
援
は
終
了
へ

（
二
）
地
元
医
師
会
の
現
状

ほ
ぼ
全
域
の
医
師
会
員
の
安
否
及
び
医
療

施
設
の
被
災
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

地
元
医
師
会
主
導
で
今
後
の
医
療
支
援
活

動
の
計
画
が
立
案
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
医
療
班
の
今
後

千
八
百
名
規
模
の
避
難
所
「

」
の

医
療
救
護
所
支
援
は
継
続
す
べ
き
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
遅
滞
が
見
込
ま
れ

る
唐
桑
地
区
に
医
療
拠
点
施
設
を
構
築
す
べ

き
。
重
要
精
神
科
施
設　
「
光
が
丘
保
養
園
」　

へ
の
精
神
科
医
師
・
内
科
医
の
医
療
支
援
は

必
須
。

今　
後　
は　
、　
被　
災　
し　
た　
地　
元　
医　
師　
会　
員　
が　
施　

設　
復　
興　
を　
図　
り　
、　
通　
常　
の　
診　
療　
業　
務　
を　
再　
開　

し　
軌　
道　
に　
乗　
る　
ま　
で　
は　
、　
継　
続　
し　
た　
医　
療　
支　

援　
が　
長　
期　
的　
に　
必　
要　
で　
あ　
る　
と　
判　
断　
さ　
れ　
る　
。　

支
援
の
継
続
に
は
地
元
医
師
会
と
の
連
携

を
密
に
し
、
展
開
す
る
医
療
班
を
統
括
管
理

す
る
部
門
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
発
災
直

後
か
ら
同
地
域
に
展
開
し
て
い
る
東
京
都
医

療
救
護
班
が
そ
の
任
に
当
た
る
事
が
重
要
と

判
断
さ
れ
る
。

自
治
体
派
遣
の
医
療
班
に
加
え
て
、
被
災

地
の
医
師
会
を
支
援
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ

た

の
活
動
に
期
待
し
た
い
。


